
 

 

 

 

研修会プログラム内容（予定）開催はハイブリッドとなります 

8 月２０日（土）９：00～１6：30   

・ 簡単に正常歩行の運動学を理解する：講師 川口大輔（理学療法士）9：00～10：00 

・ 正常歩行の運動力学を簡単に理解する：講師 冨田秀仁（豊橋創造大学教授、理学療法士）10：10～11：10 

・ 脳性麻痺児の異常歩行のキネマティクスについて：講師 髙橋秀平（理学療法士）11：20～12：20 

・【特別企画】様々な歩行分析の評価について語ろう：13：00～14：30 

この企画は、観察による歩行分析、マーカーレス、加速度計、三次元歩行分析を専門に臨床と研究をしている講師を招き、聴講者の皆様にも参加してもらいながら、

様々な歩行分析の評価の利点と欠点について議論します。 

講師 勝平純司先生（東洋大学教授） 伊藤和寛先生（鈴鹿医療科学大学助教 理学療法士） 

阿部広和先生（埼玉県立小児医療センター主任 理学療法士） 伊藤忠（動作解析専任研究員 理学療法士） 

・ 症例検討～症例から歩行分析の理解を深める～：14：40～16：20（症例は２例の予定） 

8 月２１日（日）９：0０～１６：30  

・ 脳性麻痺児の異常歩行と整形外科手術：講師 則竹耕治（センター長）9：00～10：00 

・【特別講義】詳細は後日お知らせします 講師 木元稔先生（秋田大学助教 理学療法士）10：10～11：10 

・ 脳性麻痺児の異常歩行のキネティクスについて：講師 杉浦洋（整形外科医長）11：20～12：20 

・ 症例検討～症例から歩行分析の理解を深める～：13：00～16：20 （症例は４例の予定） 

症例検討は、脳性麻痺やその他の小児神経筋疾患などの歩行分析を予定しています。 

※三次元動作解析装置を施設でお持ちでない方や、歩行分析に興味はあるが苦手な方、小児施設へ勤務されていない方の

ご参加も大歓迎です。 

【対象者】医師、理学療法士、作業療法士、義肢装具士、看護師、医療系学生、歩行に関する研究者、 

企業の開発者など歩行を学びたい方  

【参加費】8,000 円（どちらか１日のみ6,000 円） 

※申し込み特典で、先着80 名様に研修会で使用する冊子を郵送いたします。 

【申し込み】インターリハ株式会社のホームページよりお申し込みください。 

URL：https://www.irc-web.co.jp/seminar/20220820 

申し込み開始日：2022 年4 月18 日（月） 締め切り日：2022 年8 月14 日（日）  

主催：愛知県三河青い鳥医療療育センター 協賛：インターリハ株式会社   

研修会の内容に関するお問合せ：sanjigen@mikawa-aoitori.jp TEL 0564-64-7980（担当：伊藤忠） 

お申込みに関するお問合せ：keisoku@irc-web.co.jp 

〒444-0002 愛知県岡崎市高隆寺町小屋場9 番地３ 

第５回 愛知県三河青い鳥臨床歩行分析研修会 
202２年 8 月 2０日（土）・2１（日）定員１00 名 


